
詳細は裏面

浜松市多文化共生センター
(中区早馬町2-1 クリエート浜松４階)

主催：公益財団法人浜松国際交流協会（HICE） ／ 共催：はままつ国際理解教育ネット ／ JICA中部

会場参加型ワークショップ型 中学生～大人 定員：24名

国際理解教育

2 0 2 3
入 門 編

一般 3,000円

HICE会員 2,000円

学生 無料
全
3
回

初回に会場にてお支払いください。
（支払方法は現金のみとなります。）

日 時 内 容

7月23日（日） 10:00～17:00 世界と浜松の現状を「知る・考える」

8月27日（日） 10:00～17:00
世界規模の課題について
フェアトレード、環境 etc

9月24日（日） 10:00～17:00
在住外国人との共生について
移民・難民受け入れ、多文化共生 etc

特 典

お申し込みはGoogleフォームにて

5月15日（月）～定員に達し次第受付終了

全日程参加された方には、公益財団法人浜松国際交流協会から修了書をお渡しします。



この国際理解教育ファシリテーター養成講座は、今年度で14年目を迎えます。年齢も所属も異なる

初対面同士、国際理解や地球全体の課題に関わるテーマについて、ワークショップ形式で一緒に楽

しく学びます。緊張をほぐすアイスブレイクや、誰でもできるアクティビティをご用意しておりますの

でぜひ一度、ご参加ください。お待ちしております！

※11月～12月には、ワークショップのプログラム作り実践講座を開講予定です。

通称、「はま国」です。2010年に設立した国際

理解教育に関心のある市民のグループで、国際

理解を広め、行動を起こせる人材を育てる活動
をしています。

メンバーは、教員、JICA海外協力隊経験者、国

際理解に関心のある学生、会社員、公務員らが
活動中。学校や協働センターで市民向けワーク

ショップをおこなっています。

・東京未来大学 講師

・武蔵大学 非常勤講師

・博士（教育学）
・専門分野は国際理解教育、 多文化教育

・前職は浜松市内の私立中学・高校教員

・教員研修、社会教育施設での講座講師
など多数実績あり

HPはこちらから

ご覧ください

公益財団法人浜松国際交流協会（HICE）

<TEL> 053-458-2170  <Mail> info@hi-hice.jp
<住所>浜松市中区早馬町2-1 クリエート浜松4階

３日間全てにご参加できるか、ご予定

をご確認の上、お申込みください。

※申込者多数の場合、こちらで選考させて

いただく場合がございます。

講座当日の２日前までにリマインドの

メールをお送りします。メールが届かな

かった場合は、info@hi-hice.jp に

メールでご連絡ください。

当日まで、ご自身の関心のあるテーマに

ついて情報収集などをしてください。
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講座について

はま国からの
メッセージ

講師について

受講者の声

申込から当日

はままつ国際理解教育ネット 代表：中澤 純一

色々な立場の人が参加していて、話し

ていて面白かった。社会人と対等に意

見を交わすことができ、高校生と大人

が共に深くSDGsについて考えるこ

とで自信を持った （高校生）

自分の意見を否定されないでグルー

プの方に受け入れてもらえたのは、私

の自信にも繋がった。 最後には、自分

の意見を躊躇せず言えるようになっ

た（高校生）

SDGsのテーマを扱いながらワーク

ショップのプログラム作りに関する知

識やコツを学べた。様々な職種、世代

の方々と出会えてよかった

(20代公務員)

異なる経歴・年代の方と一緒に楽しく

学ぶことができ、良い経験になった

(30代教員)

ディスカッションに苦手意識があり、

意見を言うことに抵抗感があったが、

相手の意見を受容しながら意見交換

ができるようになった

（30代NPO職員）

社内の異文化交流プロジェクトがトリ

ガーとなり受講。毎回新しい発見と感

動の連続で新鮮

(50代会社員)
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社会や世界は急速に変化しています。例えば、生成AIとよばれる人工知能が急速に普及し、ChatGPTなどは、誰

もが身近で気軽に使うことのできるツールになってきています。しかし、ChatGPTが人権、環境、貧困などをはじ

めとした人類共通の課題の解決策を教えてくれるのでしょうか。また、SDGｓの目標達成を目指す、2030年は目

の前に迫っています。私たちは、SDGｓの目標達成に向けてどれだけのことができたのでしょうか。そして、残りの

数年でどんなことに取り組まなければならないのでしょうか。さらには、グローバル化の進展とともに多文化化が

進んでいます。身近な地域である浜松から、グローバルとローカルな視点（グローカルな視点）を持ち合わせて多様

性や社会正義の実現について考えることが大切です。講座では、「ChatGPTが教えてくれないわたしたちの未

来」を合言葉に、「より良い社会や未来をつくる」ためのワークショップのヒントを提供します。
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